
減少→5施設

収益の変化：増加→10施設，変わらず→2施設

自己負担の増加により中断または断念したことがあ

った：8施設

回数制限により中断したことがあった：8施設

回数制限により困ったことがあった：6施設

【結語】

今回の改定により施設としては増収が期待できる反

面，患者の窓口負担が増えた為に患者数・実施件数

が減少した施設もあった。疾患によっては上限回数の

ため治療が全うできない事がある。継続治療の可能性

につき検討が必要である。今回，回答を得たのは12

施設（50％）であったが，近畿地区の連携のためにも

今後も情報を共有していきたい。
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【はじめに】

平成30年4月の診療報酬改定において高気圧酸素

治療（以下HBO）に関する保険点数が大幅に見直され，

疾患別の上限回数が設けられた。改定によるHBO実

施状況の変化について，近畿地区の施設に対しアンケ

ート調査を行った。近畿地方会では本アンケートに基

づき，実施状況の変化を把握し，更なるHBOの充実

と発展のため，地方会として各施設での対応等につい

て情報共有することを目的とした。

【方法】

2018年3月発行安全協会ニュース第48・49合併号

に掲載された全国都道府県別設置施設名簿に記載の

近畿地区24施設（滋賀県：1，京都府：8，大阪府：8，

兵庫県：5，和歌山県：2）に対して，郵送によるアンケ

ートを本年8月に実施した。アンケートへの協力は自由

意思での決定とし，無記名での回答を募った。アンケ

ートの内容としては，本年4月～ 6月の状況及び前年

度同時期と比較し，実施状況の変化を中心に，改定

後の問題点等について記入してもらった。

【結果】

24施設中12施設より回答を得た。

実施回数の変化：増加→5施設，変わらず→2施設，
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